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9 月は防災月間ということもあって  毎年この時期には新聞や

テ レ ビ で 災 害 に 関 す る も の が 多 く 取 り 上 げ ら れ る の で す が   

と に か く 驚 い た ニ ュ ー ス は   “ 地 震 予 知 を 前 提 と し た 防 災   

対応 を見 直 す  ”と い うも ので す 。関 係者 以外  ピ ン とこ ない  

かも知れませんが  40 年以上の間   「地震予知を前提とした  

大 規 模 地 震 対 策 特 別 措 置 法  」  に 基 づ い て 防 災 対 応 を 考 え て  

い た の が  中 央 防 災 会 議 で 「 地 震 の 確 度 の 高 い 予 測 は 困 難 で  

予 知 に 基 づ く 防 災 対 応 は 改 め る 必 要 が あ る 」 と い う 報 告 書 が  

提出されたというものなのです。  

 

地震予知と地震予測の違い  

この思いつきラボでも  2016 年  9 月 15 日号  No.72 で  「 “地震予知 ”と  “地震予測 ” の違い

が分かりますか？・・・」というタイトルで地震予知と予測について取り上げています。おさ

らいの意味で違いを掲載しておきますと  

 

 

 

 

 

 

 

となっています。今までは  地震予知は可能という考えだったのが  実は無理だったというこ

とをここへきて発表したということなのです。「そりゃ～そうだろう」や「いままでも大きな

地震を予知できてないだろう」というのが世間の反応のようで  あまりニュースでも取り上げ

られていません。  

予 知 と か 予 報 と か 予測 と か 言 葉 の 定 義 があ や ふ や に な っ て いた の で  2012 年 に 地 震 予 知 と   

地震予測の違いをあらためて定義したところなのです。この時点でも予知は可能と考えていて  

“東海地震”だけは予知の対象として発表されていました。「確度の高い」という表現が  数ヶ

月以内で 80%以上の確率であれば信頼性も高まりますが  30 年で 80%といわれても明日なのか

30 年後なのか緊迫感のない説明になってしまいます。筆者も  40 年前から防災関連にかかわ

ってたわけではありませんが  20 年ほど前から地震予知を前提で防災は語られていました。

ということがあったので筆者にとっては「いまさらながら・・・」というほど衝撃のあるニュ

ースになりました。  

ニッセンケン分室「思いつきラボ」 No.97 

地震予知の考え方が 

見 直 されることに・ ・ ・ 

 

地震予測  

  「地震の発生時間」「地震の発生場所」「地震の大きさ」を  

   地震発生前に推定すること  

 
地震予知  

  地震予測の中でも特に確度が高く警報につながるもの  
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予知前提の情報を取 りやめてどういう対 応になるのかは  11 月に新情報を発表す るという  

報道がありましたので注視しておきたいと思います。今回提出された報告書案のポイントを  

掲載しておきますと  

 

 

 

 

 

 

 

 

となっています。  1995 年の阪神・淡路大震災も  それ以降の中越地震や 2011 年の東日本大  

震災や 2016 年  熊本地震にも長年の予知による成果が出せなかったことを考えれば当然の  

ことかもしれません。見直すといっても南海地震や南海トラフ地震の脅威が薄らいだわけでは

ありませんので災害時の対応だけは各自で考えておく必要はあります。  

定義が見直されたきっかけ・・・  

さきほど  2012 年に予知と予測の定義が見直されたと書きましたが   この見直しをしたこと

にも  実はある出来事がきっかけになっています。 2009 年  4 月にイタリア中部地震という  

大きな地震があって  309 人の死者が出て  6 万人以上が被災したことに対して  大地震の兆候

がないと判断したイタリア防災庁付属の委員会メンバー   7 人が  判断に間違いによる過失

致死傷の罪で起訴されたもので  その裁判が  2012 年の  9 月 25 日に開かれて  7 人全員に禁固  

4 年の刑が言い渡されたということがあったのです。この事件があったので  予知と予測の  

使い分けを明確にしたのです。  

地震予知の的中率は  5%もないといわれているのに大地震の兆候がないと断言することもない

と思いますが  こんなことで有罪になってしまうとは地震学者さんたちは発言できなくなっ

てしまいます。怪しい預言者がいい加減なことを言って世間を混乱させたなら犯罪の可能性も

ありますが  この判決はいかがなものかと思ってしまいます。経済予想が外れた経済学者や  

世の中の動向を予想できない政治家たちも適用されたらたいへんなことになってしまいます。

筆者の競馬予想が外れても誰も文句は言ってきませんが・・・。  

                     原稿担当：竹中  直 （チョク）  

 

  

 

・地震の確度の高い予測は困難で、地震予知を前提とした

防災対応を見直す  

・ 巨 大 地 震 に つ な が る 地 殻 変 動 や 前 震 な ど の 異 常 現 象 を  

観測した場合、住民避難を促す仕組みを検討  

・南海トラフ西側領域での観測体制を強化  


